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( 3) 現場代理人は、工事現場の管理運営に必要な知識と経験を有するものとし、下記の資

格を有するものとする。また、工事の施工に関して主任技術者等又は専門技術者を置

く場合は、工事現場内の権限について現場代理人との関係等を明確にしておくこと。

その選任については現場代理人、主任技術者も含め経歴書を添付し、届けを提出する。

・２級建築士以上

・上記と同等の知識と技術を有すると建築主が認めた場合はこの限りでない。

( 4) 作業員の構成

( a) 各種技能者とその手元は各工種別に構成し、その連繋が密接であること。また

不慣れな多人数で短時間に作業することは絶対に行わず、専任の作業員によって

丹念に施工すること。

( b) 当該工事に係る諸作業並びに材料の搬入・搬出等は、原則として夜間に行っては

ならない。やむを得ず作業を実施する場合は、事前にその理由を記した書面をも

って係員と協議し、許可を受けなければならない。

労働災害の防止②

工事現場における安全衛生については、現場代理人が責任者となり、関係法令等に従

い必要な措置を講ずるなど常に工事の安全に留意して現場管理をおこない、労働災害

の防止に努めなければならない。

③

請負者は、工事現場への労働者その他関係者の出入りを適切に管理し、火災、盗難

その他の事故の防止に努めなければならない。

工事現場の保安

④ 災害・公害等の防止

⑤ 公衆災害の防止

工事の施工に伴う災害および公害の防止並びに風水害対策については、関係法令に

従い適切に処置すること。

請負者は、公衆の生命・身体および財産に関する危害および迷惑を防止するため、

現場に危険標示の設置、または交通整理員など交通および保安上必要な措置を講じ

なければならない。

⑥ 事故発生時の措置

請負者は、工事施工中、工事の実施に影響を及ぼす事故、人身に損傷を生じた事故

または第三者に損害を与えた事故が発生したときは、直ちに応急処置等所要の措置

を講ずるとともに、事故発生の原因および経過、事故による被害の内容等について

速やかに係員に報告しなければならない。

⑦ 養生

請負者は、工事の施工済み部分、既存部分、未使用機器、材料等で施工中汚損し、

または損傷するおそれのあるものは、適切な方法で養生をすること。

⑧ 関係書類の常備

請負者は、工事関係書類を備え、係員が随時閲覧できるよう整理しておく。

⑨ 現場の整理

工事の施工中、機械器具、材料等は、保安上の妨げにならないよう使用の都度整理し

不用のものは場外に搬出するなど、工事現場の整理整頓につとめること。

⑩ 喫煙

工事現場内での喫煙は休憩所等係員の指定する場所のみとし、ほかは建物内外全て

禁煙とする。また、工事現場内の要所に「禁煙」の標示板を取り付ける。

熱意をもって当たる者とし特に細部に注意をはらい根気よく作業を続けることのでき

関する諸法規を遵守し、工事の円滑な進捗を図らなければならない。

Ⅰ 標準仕様

主たる技能者（棟梁・職長）

木工事

作業内容

繕い工事なども扱う

事 に 従 事 し 、 改 修

木造建造物の造作工

一般技能者

大工

職種

Ｂ

Ａ

（別表）

交替を求めることがある。

上、施工関係者の行為・言動により、係員が不適切と判断した者は、理由を明示して

る者が望ましい。その必要条件は別表による。名勝地内及び当該建造物の文化財保存

は専任とし、理由なく交替させてはならない。技能者等作業員は、この作業に興味と

能力・適正を十分考慮しなければならない。また、作業員が良好に作業を会得した後

本工事は特殊作業が多い為、現場代理人・作業員等施工関係者の選定にあたっては、( 2)

施工者は本工事現場に常時勤務しなければならない。( 1)

現場代理人および主任技術者等①

通則

工事現場管理

請負者は土砂、資材等の運搬に当たり、積載超過のないように行わなければならない。

発生材のうち引き渡しを要しないものは、すべて場外に搬出し、関係法令等に従い請

土砂、資材等の運搬⑨

負者の責任において適切に処理しなければならない。

( 2)

指示により引き渡しを要するものは指定する場所で書類を添えて係員に引き渡すこと。

工事の施工に伴い生じた発生品（以下「発生材」という）のうち、特記または係員の( 1)

発生材の処理⑧

請負者は、工事の施工に当たり、労働安全衛生法、建設業法等諸法令に定める工事に

法令の遵守⑦

ればならない。

請負者は、係員が別に示す書式により、指定する期日までに関係の書類を提出しなけ

提出書類⑥

工事施工に必要な関係官公署への諸手続きは、請負者において迅速に処理しなければ

ならない。これらの諸手続きに要する費用は請負者の負担とする。

官公署、その他への手続等⑤

を若干変え、あるいはこれらによって取付数量をいくぶん増減するなど変更の軽微

なものは、係員との協議の上、施工すること。このときは設計変更を行わない。

現場の納まり、取り合わせなどの関係で、材料、寸法、取付位置または取付工法等

④

設計図書に疑義を生じた場合は、あらかじめ係員の指示をうけるものとする。

現場の納まりなどの軽微変更

疑義の解釈③

現場代理人とは、工事請負契約書の規定に基づき請負者が通知した現場代理人をいう。( 6)

協議とは、係員と請負者とが対等の立場で協議することをいう。( 5)

承諾とは請負者側の発議により、請負者が係員に報告し、係員が了解することをいう。( 4)

指示とは、発注者側の発議により、係員が請負者に対し、係員の所掌事務に関する

方針、基準、計画などを示し実施させることをいう。

用語の定義②

( 1)

( 2)

( 3)

係員とは、発注者が設計監理業務を委託した監理者をいう。

監督員とは、工事請負契約書の規定に基づき発注者が通知した監督員をいう。

①

( 1)

標準仕様書、特記仕様書および図面（以下「特記」という。）に記載のない事項でも

工事完成のために必要と認めるものについては、施工者の責任において施工する。

特記以外の事項については、「建築工事共通仕様書」

( 3)

この工事は、特記仕様書および図面に記載された事項（以下「特記」という。）

による。ただし、現場説明の質疑事項の回答書は、この仕様書に優先するものとする。

( 2)

摘要範囲

特　記 図面番号日　　付

設計番号
図面名称

工事名称

特記仕様書Ⅰ

経験豊かな者。修を終了した者。又はこれに準ずる技能と

知識を有すると認められる者。

屋根葺工 左記に準ずる。桟瓦葺 石州瓦の古い屋根桟瓦葺（土葺）を、多く

左官工 土壁塗

漆喰塗

伝統工法による材料練り、壁塗、チリ仕舞

い、仕上げに習熟し、経験豊かな者。

特に材料練りに習熟した者。

一回以上の経験を有

し、良好な施工実績

を持つ者。

手掛ける経験豊かな者。

縮尺　　1:
A-01

文科大臣に認定された「建造物修理」及び

「建造物木工」選定保存技術団体（公財

文化財建造物保存技術協会）の行った研

（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）最新版による。
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参 考

工 事 施 工 に 当 り 、 関 係 す る 法 令 等 の う ち 、 主 要 な も の を 参 考 と し て 例 示 す る 。

● 建 築 基 準 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 一 号 ）

● 建 設 業 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 百 号 ）

● 道 路 交 通 法 （ 昭 和 三 十 五 年 法 律 第 百 五 号 ）

● 消 防 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 八 十 六 号 ）

● 文 化 財 保 護 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 十 四 号 ）

● 労 働 基 準 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 四 十 九 号 ）

● 労 働 安 全 衛 生 法 （ 昭 和 四 十 七 年 法 律 第 五 十 七 号 ）

● 労 働 者 災 害 補 償 保 険 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 五 十 号 ）

● 中 小 企 業 退 職 金 共 済 法  （ 昭 和 三 十 四 年 法 律 第 百 六 十 号 ）

● 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 四 十 五 年 法 律 第 百 三 十 七 号 ）

● 建 設 工 事 に 係 る 資 材 の 再 資 源 化 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 二 年 法 律 第 百 四 号 ）

提 出 書 類 一 覧 （ 参 考 ）

詳 細 に つ い て は 、 監 督 員 及 び 係 員 と 協 議 す る 。

着 工 時

１ . 着 工 届

２ . 主 任 技術 者 ・ 現 場 代 理 人 届

３ . 工 事 全体 工 程 表

４ . 下 請 承認 願 及 び 経 歴 書

５ . 現 場 管理 組 織 表 及 び 災 害 緊 急 連 絡 表

工 事 中

１ . 工 程 写真 、 月 間 工 程 表 を 含 む 月 間 施 工 報 告 書

２ . 資 材 搬入 報 告 書 、 同 検 査 願

３ . 各 種 施工 図 ・ 施 工 計 画 書 ・ 承 認 図

４ . 工 事 打ち 合 わ せ 記 録 簿

５ . 年 度 出来 高 検 査 願

工 事 完 了 時

１ . 工 事 完了 届

２ . 竣 工 検査 願

３ . 物 件 引渡 書

４ . 工 事 記録 簿 （ 工 事 工 程 表 ・ 工 事 写 真 ・ 竣 工 写 真 ・ そ の 他 ）

５ . そ の 他必 要 書 類

⑦ 材 料 保 管

検 査 に 合 格 し た 材 料 は 、 請 負 者 の 責 任 に お い て 良 好 な 状 態 で 保 管 し 、 湿 気 ・ 火 災

盗 難 等 に 対 し て 十 分 対 策 を と る こ と 。

⑪ 後 片 付 け

請 負 者 は 、 工 事 の 完 了 に 際 し 、 工 事 現 場お よ び そ の 関 連 す る 部 分 の 後 片 付 け お よ び

清 掃 を 行 う こ と 。

Ｃ 施工 管 理 ① 実 施 工 程 表

請 負 者 は 、 着 工 に 先 立 ち 、 工 事 実 施 に 必要 な 工 程 表 （ 以 下 「 実 施 工 程 表 」 と い う 。 ）

を 作 成 し 、 係 員 の 承 諾 を 受 け 提 出 す る こと 。 た だ し 、 軽 易 な 工 事 に つ い て は 、 係 員 の

承 諾 を 受 け 提 出 を 省 略 す る こ と が で き る。

② 施 工 計 画 書

着 工 に 先 立 ち 、 仮 設 物 、 足 場 、 工 事 用 機械 器 具 設 備 、 資 材 置 場 、 廃 材 置 場 、 基 礎 工 事

木 工 事 、 屋 根 工 事 、 左 官 工 事 、 建 具 工 事、 構 造 補 強 工 事 、 雑 工 事 、 周 辺 工 事 等 に つ い

て の 施 工 計 画 書 を 作 成 し 、 監 督 員 に 提 出す る こ と 。 た だ し 、 軽 易 な 工 事 に つ い て は 、

監 督 員 の 承 諾 を 受 け 作 成 を 省 略 す る こ とが で き る 。

③ 施 工 図 ・ 原 寸 図 等

施 工 図 ・ 矩 計 図 を 設 定 し 、 軒 廻 り ・ そ の他 曲 線 材 ・ 棟 積 は 原 則 と し て 現 寸 を 引 き 付 け

型 板 を 作 製 し て 施 工 す る （ 型 板 は 特 に 狂い の お そ れ の な い 厚 さ 1. 5cm程 度 の 良 質 の 板 で

作 製 す る ） 。

④ 基 準 尺 度

ス チ ー ル テ ー プ 等 に よ り 目 盛 を 施 し た 長さ  3. 6ｍ 以 上の 檜 製 間 杖 を 作 製 し 、 全 工 事 を

通 じ て の 基 準 尺 度 と す る 。 こ の 基 準 尺 度は 工 事 完 了 後 、 建 物 内 に 保 管 す る 。

⑤ 一 部 施 工 の 確 認 お よ び 報 告

請 負 者 は 、 施 工 の 一 工 程 を 完 了 し た と きは 、 そ の 工 程 が 設 計 図 書 に 定 め ら れ た 条 件 に

適 合 す る こ と を 計 測 等 に よ り 確 認 す る 。ま た 、 確 認 し た 事 項 を 適 宜 係 員 に 文 書 で 報 告

す る 。

⑥ 工 事 の 報 告 お よ び 記 録

( 1) 工 事 の 進 捗 状 況 等 現 場 の 状 態 を 係 員 の 指 示 に よ り 報 告 し 、 工 程 写 真 及 び 工 程 表 を

添 付 し た 施 工 報 告 書 を 、 毎 月 初 旬 に 監 督 員 及 び 係 員 に 提 出 す る こ と 。

請 負 者 は 、 係 員 が 指 示 し た 事 項 お よ び 係 員 と 協 議 し た 事 項 に つ い て 正 確 に 記 録 し( 2)

こ れ を 系 統 的 に 整 理 す る こ と 。

⑦ 工 事 記 録 写 真

請 負 者 は 、 工 事 全 般 に わ た っ て 工 事 写 真を 撮 影 し 、 係 員 が 随 時 閲 覧 で き る よ う 整 理

編 集 す る と と も に 、 工 事 完 了 時 に 写 真 帳と し て 提 出 す る こ と 。

Ｄ 材料 ① 概 要

本 工 事 に 使 用 す る 材 料 は 、 仮 設 材 料 お よび 特 に 記 載 さ れ た も の の ほ か は 、 す べ て 日 本

産 の 新 品 と し 、 特 注 品 は 在 来 仕 様 の 見 本品 お よ び 図 面 に よ り 作 製 す る 。

② 補 足 材

各 工 事 の 補 足 材 は 、 設 計 図 書 の 数 量 ・ 寸法 に よ る が 、 施 工 図 に て 確 認 し 、 係 員 の 承 認

を 受 け る こ と 。

③ 見 本

請 負 者 は 、 材 料 、 仕 上 の 程 度 、 色 合 い 、柄 等 に つ い て あ ら か じ め 見 本 を 提 出 し て 監 督

員 の 承 諾 を 受 け る こ と 。

④ 材 料 検 査

各 種 材 料 に つ い て は 、 す べ て 検 査 を 受 け合 格 し た も の を 使 用 す る 。 ま た 、 不 合 格 品 に

つ い て は 、 速 や か に 場 外 に 搬 出 し て 工 事の 進 行 に 支 障 を お こ さ な い よ う に す る 。

⑤ 材 料 試 験

材 料 に つ い て 試 験 を 行 う と き は 、 監 督 員の 立 会 い の も と で 供 試 体 を 採 取 し 、 封 印 ま た

は 検 印 を 受 け 、 監 督 員 の 承 諾 す る 試 験 所で 試 験 を 受 け 、 そ の 成 績 書 を 監 督 員 に 提 出 す

る こ と 。

⑥ 検 査 お よ び 試 検 の 費 用

検 査 ま た は 試 験 に 直 接 必 要 な 費 用 は 、 請負 者 の 負 担 と す る 。

特　記 図面番号日　　付

設計番号
図面名称

工事名称

特記仕様書Ⅱ 縮尺　　1: 1
A-02
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Ｃ 木工事 ① 計画

各建物とも修理方針に基づき、詳細な補修計画を立てる。

② 再用材

当初材は将来の保存に支障のない限りつとめて再用する。

③ 補足材

腐朽・破損の著しいもの、あるいは現状変更等の事由により取替または新補する材は

原則として旧来と同種材とし、旧形・旧工法を踏襲する。取替材は下記を標準とする。

すべて乾燥剤とし、化粧材のうち特に板類は、必要に応じて現場で２箇月以上自然乾

燥させる。

野物材

①Ａ

（損料）

仮設工事 計画

建物周囲に軒足場を建設し、素屋根は設置せずその都度シート囲いにて対応する。

特記仕様Ⅱ

特　記 図面番号日　　付

設計番号
図面名称

工事名称

特記仕様書Ⅲ 縮尺　　1:
A-03

なお、前面道路側は道路管理者および所轄警察署と協議を行い適切な手続きを行う。

② 構造

外部軒足場は枠組本足場、内部足場は枠組棚足場を基本とする。

③ 軒足場

建地位置にジャッキベースを置き、軒先より0. 5ｍ程外に建てる。各単位枠の取り

合せを十分緊結、建地出入り不陸のないように組み立て、最上部には安全手摺を

設ける。組立後は必要に応じてワイヤーロープ等による補強を行う。

母屋、垂木、瓦座、登り

化粧材

野地板

化粧野地板

構造材

土台、柱

補足木材の品位・等級については下記を基準とする。

赤身材 全て赤身のもの。構造上問題の無い角部分等の軽微な辺材は可。

赤身勝材 挽立材は末口断面、板材は白太の多い面の面積において三割以下のもの。

丸太材 末口断面において、直径の七割以上の赤身のもの。

小節材 化粧面一面において径20mm以下の生節が、２ｍにつき５個以内のもの。

一等材 強度、ねじれに影響のある節が無いもの。

全部材 丸身、貫通割れ、腐れ、虫穴、入皮、ヤニつぼ、ねじれ、あて、変色等の

欠点がないもの。ただし、軽微なもので係員が認めたものは除く。

繕い④

不用の穴および仕口の見え掛り部、腐朽部等は埋木、矧木等により繕いを行う。材料

は主に不用古材の適材を使う。接着剤は低ホルムアルデヒド合成樹脂を用い、構造的

強度を要する箇所及び雨水に曝れる箇所には必要に応じてエポキシ系を用い、埋木、

矧木は木工用ボンドを用いる。この場合必ず見え隠れに忍釘（木または竹釘）止め等

の補強を行う。

⑤ 新材加工

継手・仕口・曲線等は在来どおりに、また新補材は復原年代の残存資料等により加工

（木材明細参照）る。

する。柱等軸部の化粧部分は従来の表面加工を調査のうえ、補足材も同様の加工とす

⑥ 古色塗

取替または新規補足材は、古色材を用いて周囲と調和よく古色塗を施す。古色材は、

アンバー粉、松煙墨、ベンガラ等を柿渋又は水溶きして、布等でよく擦り込んで施工

する。手の触れ易い箇所及び雨水に曝される箇所は、その上に荏油等をよく摺り込む。

⑦ 木部防腐・防蟻処理

イ 計画

防腐剤塗を木部に行うが、防蟻を兼ねた防腐剤を使用する。

ロ 薬剤

財団法人文化財虫害研究所認定品( ｷｼﾗﾓﾝ同等品）。

ハ 施工範囲

床下部材、野地全面、その他見え隠れの仕口面、及び主任技術者の特に指示する箇所。

ニ 工法

浸漬・塗布・吹付等防蟻処理併用の箇所などそれぞれの要求度に応じて行う。塗布

吹付は２回以上とする。塗布・吹付は１回の量１㎡（木材面積）あたり200㍉ﾘｯﾄ ﾙ以上

を刷毛、布または吹付機により処理する。

⑧ 特記事項

構造上不完全と認められる部分は添え柱、添え梁、金物等の補強措置を講じる。

施工する。

その方法については工程調整に十分留意し、係員と協議の上、実施計画を立てて

令和7年12月15日

2402
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杉赤身勝一等材

一等材

一等材

一等材

④

とともに安全な作業空間を確保する。

内部の枠組足場は1階解体時の2階崩落防止の機能を考慮し、重機ルートを確保する

Ｂ 解体工事 ①

準備②

解体する部材には解体前にそれぞれの建物の柱位置を基準とした平面番付を定め、

撮影等を行う。

養生③

解体及び調査④

準備完了後、順序よく丁寧に解体し、その間必要な部材寸法・材種・時代区分

破損程度・仕上寸法・各部仕様・痕跡・転用古材などの諸記録をとる。

運搬及び古材整理⑤

解体した部材は塵・埃等を清掃し、釘仕舞のうえ再用・繕い・取替予定等に区分

し、同種材毎に整理して破損の生じないよう養生を施し、保存小屋その他に運搬

し、整理格納する。この際、汚損等の生じないよう取り扱いには特に注意する。

電気設備撤去⑥

建物に設置されている電気設備は解体工事に支障があるため一旦取り外す。

発生材処分⑦

解体して不要となった旧屋根葺材・鉄板・瓦・コンクリート等は順次搬出し、危険

のない方法で処分する。

⑧

解体範囲

解体作業に先立って、敷地内の植物を傷つけないように必要に応じて養生を施す。

解体部材の運搬に際して破損の生じやすい部材は、布・紙・合成綿・コモ股は添板等

で養生を施す。

桟瓦葺解体

瓦及び葺土降し：調査記録、写真撮影等を完了した後解体し、種類別に区分けして

屋根はすべて新規補足瓦にて葺替える。

指示を受ける。

方法について、敷地内のすべての工作物や植物を傷めないよう係員と協議し、

添板を施す。楔・栓類も保管し、現在使われていない止釘穴や仕口はチョークに

による損傷等が生じないよう注意し、止釘を抜く際などは材面を傷つけないよう

解体にあたり各部材は丁寧に扱い、解体作業中の仕口の損傷、板材の割れ、工具

特記事項

よる色別表示を行う。また、藩校養老館が県指定史跡であることを考慮して、解体

⑨

屋根瓦、 屋根地腐朽箇所、 木部腐朽範囲、 外壁お よ び内壁の腐朽範囲、 軸組お よ び

必要に応じて、位置、各名称等を記した番付札を付し、必要な調査・実測・写真

場外の指定場所に一旦集積した後、係員の指示に従って処分する。

床組の腐朽範囲、 破風・ 軒の 土蔵破損個所を 解体する 。



特　記 図面番号日　　付

設計番号
図面名称

工事名称

斑 直 し 土

荒 壁 土 に 砂 と ｽｻを 加 え る 。

中 塗 土

簀 漉 し 土  1ｍ 3、 川 砂  0. 3ｍ 3～ 0. 7ｍ 3（ 土 の 粘 性 に よ り 異 な る ） 、 揉 ｽｻ15kg

砂 漆 喰

上 塗 漆 喰

石 灰 590kg、 川 砂0. 33ｍ 3、 角 又 粉 ま た は 銀 杏 草 38kg程 度 を 煮 込 ん だ 糊 、 麻 ｽｻ30kg程 度

を 混 練 し 、 一 昼 夜 置 い て 使 用 す る 。 麻 ｽｻは 使 用 前 に １ 日 以 上 水 に 晒 し て 使 用 す る 。

上 記 砂 漆 喰 か ら 川 砂 を 除 く 。 麻 ス サ は 晒 し ス サ と す る 。

③ 調 合

荒 壁 土

数 回 切 り 返 し 藁 ｽｻを 入 れ 練 り 合 わ せ る 。

１ ｍ 3当 り の 標 準 調 合 比 は 下 記 に よ る が 、 施 工 の 際 主 任 技 術 者 の 指 示 に よ っ て 決 め る 。

粘 土  1. 2ｍ 3、 藁 ｽｻ20kg、 使 用 前 に 夏 季 を 含 む ３ ヶ 月 以 上 水 練 り し て ね か せ た も の を 、

④ 工 法

イ 小 舞 掻 き

間 渡 竹 は 柱 お よ び 桁 の 間 渡 穴 に 差 し 込 み 、 要 所 は 貫 釘 止 め に す る 。 こ ま い 竹 は 間 隔

4. 5cm内 外 に そ れ ぞ れ 旧 規 の 割 に 倣 っ て 縦 横 に こ ま い 縄 で 千 鳥 に 掻 き 付 け る 。 塗 込

間 柱 は 両 傍 片 刃 と し 手 斧 目 荒 し 付 け 、 上 下 は 横 架 材 に 彫 り 込 み 、 通 し 貫 あ た り 釘 打 ち

と す る 。

ロ 荒 壁 付

粘 土 に 旧 壁 土 を 十 分 混 ぜ 、 藁 ｽｻを 入 れ て よ く 切 り 返 し 、 ね か せ た も の を 用 い る 。

塗 り 上 げ に あ た っ て は 、 十 分 こ ま い に 摺 り 込 み 、 指 定 の 厚 さ に 塗 り 上 げ る 。 塗 り 上

げ 時 の 水 分 量 を 施 工 上 可 能 な 限 り 減 ら し 、 強 い 壁 造 り を 最 優 先 と す る 。 後 日 、 裏 返

し を 入 念 に 行 う 。

ハ 斑 直 し

乾 燥 後 貫 材 の 上 に 寒 冷 紗 を 張 り 貫 伏 せ を 行 う 。 壁 周 囲 部 材 に は 朱 墨 を 打 ち 壁 厚 を 決

め 、 チ リ 廻 り に は 布 連 を 打 ち 、 チ リ 漆 喰 を 用 い て 塗 り 込 め る 。 貫 伏 せ 、 チ リ 廻 り 乾

燥 後 、 斑 直 し 土 を つ け お く り 、 大 斑 を と り 次 に 小 斑 を と る 。 漆 喰 仕 上 げ 箇 所 は 、

混 入 す る 砂 の 量 を で き る だ け 少 な く す る こ と 。

ニ 中 塗

斑 直 し 乾 燥 後 、 中 塗 土 を 鏝 で 十 分 押 し つ け 、 不 陸 の な い よ う 塗 り 上 げ る 。 中 塗 仕 上 げ

箇 所 は 特 に 鏝 斑 に 注 意 し 、 過 度 に 押 さ え 込 ま ず に 仕 上 げ る 。

ホ 漆 喰 上 塗

上 塗 は 指 定 の 厚 み に 上 塗 用 漆 喰 を 用 い 、 不 陸 の な い よ う 塗 り 付 け 、 水 引 後 斑 ・ チ リ

切 れ な ど の な い よ う に 仕 上 げ 、 金 鏝 で 十 分 に 磨 き 上 げ る 。

斑 直 し 土 は 、 荒 壁 土 を 濾 し た も の に 更 に 川 砂 と 藁 ｽｻを 加 え た も の を 使 用 す る 。 荒 壁

⑤ 特 記 事 項

荒 壁 土 は 旧 壁 土 と 新 土 を 混 ぜ 合 わ せ て （ 新 土 ７ ： 旧 土 ３ ） 使 用 す る 。 新 土 は 早 期 に

購 入 し 、 旧 土 と 混 ぜ 合 わ せ て 十 分 ね か せ る 。 こ の 期 間 は 単 に 水 を は っ て 放 置 し て お く

だ け で な く 、 定 期 的 に 繰 り 返 し 藁 を 加 え 、 練 り 合 わ せ る 。 左 官 材 料 の 保 管 は 常 に 乾 燥

状 態 と し て お き 、 塗 り 上 げ 後 の 乾 燥 は 自 然 な 状 態 で 行 い 、 乾 燥 が 進 み す ぎ る 場 合 に は

シ ー ト 覆 い ・ む し ろ 掛 け 等 に よ る 、 早 期 乾 燥 予 防 の 措 置 を 講 じ る 。 ま た 寒 冷 時 の 施 工

は 避 け 、 や む を 得 な い 場 合 に は 適 当 な 保 温 措 置 を 施 し 、 壁 の 凍 結 を 防 止 す る こ と と す

る 。 な お 、 壁 塗 着 手 前 に 隣 接 部 材 の 汚 損 を 防 ぐ た め 紙 張 り 、 シ ー ト 養 生 を 施 す 。

特記仕様書Ⅳ 縮尺　　1:
A-04

Ｄ 屋根 工 事 ① 計 画

 　 屋 根 桟 瓦 葺 を 新 規 瓦 に て 全 面 葺 替 え る 。

ニ 棟 積 ・ 鬼 ・ そ の 他

鬼 瓦 は 用 い ず 、 太 鼓 （ 小 ） 止 め と し 、 熨斗 面 戸 に は 面 戸 瓦 を 使 用 す る 。

雪 止 め は 雪 止 め 瓦 と す る 。

棟 積 は 既 存 に 倣 う こ と と し 、 七 分 熨 斗 1段 、 小 熨 斗 2段 、 冠 1段 と す る 。

瓦 割 り

瓦 割 り は 働 き 幅 、 葺 足 か ら 行 う が 、 屋 根地 を 変 更 す る こ と な く 瓦 に て 調 整 す る 。

ハ

野 地 板 の 上 、 ゴ ム ア ス ル ー フ ィ ン グ 葺 、横 桟 木 15× 30打 ち とす る 。

下 地ロ

② 桟 瓦 葺

石 州 瓦 （ 釉 薬 瓦 ） 市 販 品 と す る が 、 鎌 唐草 、 鎌 袖 、 切 落 し 瓦 を 用 い る 。 色 は 来 待 色

と し 、 サ ン プ ル を 取 寄 せ て 係 員 の 承 認 を得 て 決 定 す る 。

イ  補 足 瓦

左 官 工 事 ① 計 画

既 存 漆 喰 上 塗 お よ び 中 塗 仕 上 材 を 掻 き 落と し 、 必 要 に 応 じ て 荒 壁 の 補 修 を 行 っ た 後 に

中 塗 仕 上 、 漆 喰 上 塗 な ど の 仕 上 げ 種 別 は在 来 に 倣 う 。

塗 り 直 し を 行 う 。

Ｅ

② 材 料

小 舞 竹 幅  2. 0cm ～  3. 0cmの 秋 刈 り の 真 竹 割 材

小 舞 縄 径  6～ 8mmの 下 地 縄

荒 壁 土

中 塗 土

砂 荒 目 勝 、 及 び 細 目 の 川 砂

ｽｻ 荒 壁 用 藁 ｽｻは 打 藁 を  3cm～  9cmに 切 断 し た も の

中 塗 用 は 揉 ｽｻ

上 塗 用 は 晒 麻 ｽｻ、 紙 ｽｻ等

角 又 （ 粉 末 含 む ） 、 ま た は 銀 杏 草の り

上 塗 用 消 石 灰 ま た は 貝 灰石 灰

そ の 他 材 色 土 、 棕 櫚 縄 、 洋 釘 、 貫 伏 用 寒 冷 紗 、 ひ げ こ 等

夾 雑 物 の な い 良 質 な 粘 土 （ 旧 土 ３ 割 以 上 ： 新 土 ７ 割 以 下 ）

荒 壁 土 で  5mm篩 に 水 通 し し た も の

令和7年12月15日
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工事名称

図面名称
設計番号

日　　付 図面番号特　記

特記仕様書Ⅴ 縮尺　　1:
A-05

令和7年12月15日

2402

津和野伝統的建造物群保存地区防災施設整備工事

樋 工 事雑 工 事

計 画

①

受 金 物 は 既 設 を 利 用 す る が 必 要 に 応 じ て 補 強 す る 。

軒 樋 、 堅 樋 は す べ て 新 規 取 替 え る 。

共 通 工 事 ① 安 全 設 備 ・ 安 全 対 策

仮 設 工 事 中 お よ び 工 事 期 間 中 の 工 事 車 輌 の 出 入 等 は 、 観 光 シ ー ズ ン 車 等 往 来 が 激 し い

時 期 に つ い て は 安 全 確 保 を 計 る と と も に 、 材 料 の 搬 出 入 を 観 光 客 の 少 な い 時 間 帯 に 行

う な ど の 安 全 対 策 を 講 じ る も の と す る 。 そ の 他 、 必 要 に 応 じ 危 害 防 止 の 標 示 設 備 を

設 け る 。

危 害 防 止

工 事 実 施 に あ た り 、 法 規 上 必 要 な 危 害 防 止 お よ び 衛 生 上 の こ と に 関 し て は 、 適 当 な

設 備 を 設 け る 。 ま た 各 仮 設 物 は 工 事 期 間 を 通 し て 強 度 上 必 要 な 補 修 ・ 補 強 を 行 い 、

②

ま た 実 施 に あ た っ て は 、 水 量 計 算 に よ り 堅 樋 の 増 設 や 樋 の 大 き さ を 検 討 す る 。

ハ 工 法

取 付 位 置 は 在 来 の 通 り と す る が 、 軒 樋 は 水 垂 れ 勾 配 、 通 り 、 位 置 を 十 分 に 検 討 し 、

ロ 材 料

材 料 は 下 記 を 標 準 と す る 。 あ ら か じ め 見 本 に よ っ て 指 示 を 受 け る 。

軒 樋

堅 樋

塩 ビ 製  径 105半 丸 　

取 付 金 具 は 黒 錆 チ ェ ン ジ ャ ー 等 に て 補 修 を 行 う と と も に 、 必 要 に 応 じ て 補 強 を 施 す 。

塩 ビ 製  径 60丸

安 全 を 確 保 す る 。

消 火 設 備③

修 理 建 物 に は 消 火 器 を 設 備 し 、 さ ら に 工 事 区 域 内 の 必 要 箇 所 に 消 火 用 バ ケ ツ を

備 え る 。

イ

Ｆ 建具 工 事 ① Ｈ

Ｉ

計 画

2. 別 途 保 存 建 具 は 一 旦 、 敷 地 内 隣 接 す る 住 宅 2階 に 仮 置 き し 、 土 蔵 修 理 後 に 土 蔵 に

格 納 す る 。

②

破 損 の 著 し い 建 具 は 取 替 え 、 そ の 他 破 損程 度 に 応 じ て 修 理 を 行 う 。 新 規 作 製 お よ び

補 修 方 法 に つ い て は 詳 細 な 調 査 を 行 っ て方 法 を 定 め る 。

取 外 し 格 納 建 具 は 、 1. 修 理 再 用 建 具 と 、 2. 別 途 保 存 建 具 に 分 か れ る 。

取 替 え ま た は 新 補 剤 に は 、 周 囲 と 調 和 する よ う に 古 色 塗 を 施 す 。

建 て 込 み の 際 は 内 法 材 に 倣 い 、 隙 間 が 大き く な ら な い よ う 取 付 け る 。

③ 新 設 建 具

実 施 設 計 図 に 基 づ い た 建 具 作 製 の た め の施 工 図 を 作 成 の 上 、 寸 法 、 仕 様 を 決 定 す る 。

仕 訳 を 行 う 。

現 状 建 具 に つ い て は 係 員 の 指 示 に 従 い 、取 外 し 格 納 建 具 と 取 外 し 搬 出 処 分 建 具 の

修 理 再 用 建 具

Ｇ 構造 補 強 工 事 ①

建 物 の 腐 朽 箇 所 を 構 造 的 に 有 効 に 修 理 し、 限 界 耐 力 計 算 法 に よ り 建 物 の 復 元 力 特 性 を

対 青 館 　 計 画

検 証 す る 。 土 壁 ・ 小 壁 を 追 加 設 置 す る とと も に 、 部 分 的 に 木 製 筋 か い を 付 加 す る 。

イ 　 土 壁

ロ 　 小 壁

特 記変 形 限 界

1/15

② 対 青 館 　 耐 震 要 素

1/15

ハ 　 木 製 筋 か い 1/30 90角 タ ス キ 掛 け

③ 土 蔵 　 計 画

設 置 位 置 に つ い て は 係 員 の 指 示 に よ る 。

を 検 証 す る 。 適 切 な 場 所 に 耐 震 リ ン グ を取 付 け て 耐 力 の 向 上 を 計 る 。 耐 震 リ ン グ の

建 物 の 腐 朽 箇 所 を 構 造 的 に 有 効 に 修 理 し、 限 界 耐 力 計 算 法 に よ り 建 物 の 復 元 力 特 性

1/15

1/15

変 形 限 界 特 記

ロ 　 小 壁

イ 　 土 壁

土 蔵 　 耐 震 要 素④

ハ 　 耐 震 リ ン グ 1/15 Ｒ １ ０ タ イ プ

壁 厚 約 60mm（ 計 算 上 の 厚 み ）

壁 厚 約 60mm（ 計 算 上 の 厚 み ）

壁 厚 約 60mm（ 計 算 上 の 厚 み ）

壁 厚 約 100mm（ 計 算 上 の 厚 み ）



工 事 名 称工 事 名 称 ・ 他

設　計　概　要　書 案　内　図

図面番号特　記

縮尺　　１：

敷 地 状 況 敷 地 面 積

前 面 道 路

図面名称

日　　付

設計番号

工事名称

2402

1, 042. 39㎡

工 事 内 容

地 域 地 区 都 市 計 画 区 域 　内

津 和 野 城 下 町 遺 跡 包 蔵 地 　 内

津 和 野 伝 統 的 建 造 物 保 存 地 区 　 内

景 観 形 成 地 区 　 内

防 災 施 設 修 理 活 用 工 事

文 化 財 種 別 津 和 野 重 要 伝 統建 造 物 群 保 存 地 区 内 　 伝 建 物

建 設 場 所

建  築  主 津 和 野 町 　 担 当 課 ： 教育 委 員 会

工 事 種 別 ※

津 和 野 伝 統 的 建造 物 群 保 存 地 区 防 災 施 設 整 備 工 事

津 和 野 伝 統 的 建 造 物 群 保 存 地 区 防 災 施 設 整 備 工 事

用 途 地 域

棟 　 　 名建 物 概 要 対 青 館 土 蔵

構 　 　 造

規 　 　 模 2階 建

木  造木  造

2階 建

用 　 　 途

旧  用  途 倉 庫

倉 庫

工 事 概 要

最 高 の 高 さ

最 高 の 軒 高

床 面 積

合 計

2 階

1 階

建 築 面 積

面 積 表 面 積 面 積 合 計 計 画 容 積 率 建 蔽 率

旅 館

防 火 指 定

指 定 な し

建 蔽 率

容 積 率

70％

200％

指 定 な し

ｍ

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡ ㎡

㎡

㎡

㎡

ｍ

ｍ

㎡

㎡

㎡

㎡

8. 04

6. 54

23. 01

23. 01

46. 02

24. 81

6. 43

4. 73

％

％

防 火 水 槽

土 　 　 蔵

外 　 　 構

対  青  館

設 計 概 要 書 ・ 案 内 図

屋 根 全 面 葺 替 え は 現 状 葺 き 土 は 行 わ ず 、 桟 木 釘 打 ち （ 乾 式 ） と す る 。

間 仕 切 壁 の 変 更 を 行 う が 、 耐 震 壁 の 新 設 等 に よ り 耐 震 性 を 確 保 す る 。

既 存 階 段 は 撤 去 し 、 設 置 場 所 を 変 え て 階 段 を 新 設 す る 。

伝 統 的 建 造 物 修 理 工 事 と し て 、 屋 根 全 面 葺 替 え 、 木 部 、 外 壁 、 外 部 建 具 の 修 理 を 行 う 。

伝 統 的 建 造 物 修 理 工 事 と し て 、 屋 根 全 面 葺 替 え 、 木 部 、 外 壁 、 塗 籠 軒 の 修 理 を 行 う 。

屋 根 全 面 葺 替 え は 現 状 葺 き 土 は 行 わ ず 、 桟 木 釘 打 ち （ 乾 式 ） と す る 。

木 部 修 理 に つ い て は 必 要 最 小 限 と す る 。

防 火 水 槽 本 体 は 地 上 型 40ト ン 、 認 定 品 と す る 。

防 火 水 槽 の 南 側 前 面 に 木 製 大 和 塀 を 新 設 し 、 景 観 に 配 慮 を 行 う 。

そ の 他 外 構 整 備 工 事 は 別 途 工 事 と す る 。

2.

1.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

N

工事場所

令和7年12月15日
A-06

島 根 県 鹿 足 郡 津 和 野 町 後 田 ロ 412、 ロ 412-1、 ロ 417

対 青 館 ： 大 規 模 修 繕 を 伴 う 用 途 変 更 ※ 建 築 基 準 法 に 基 づ く 工 事 種 別

南 側 （ 町 道 今 市 鍛 冶 屋 丁 線 ） ： 4. 5ｍ 　 0. 6ｍ 水 路 ＋ 3. 3ｍ 車 道 ＋ 0. 6ｍ 水 路

東 側 （ 町 道 新 丁 線 ） ： 3. 5ｍ 　 0. 6ｍ 水 路 ＋ 2. 3ｍ 車 道 ＋ 0. 63ｍ 水 路

79. 47

180. 64

260. 11

189. 60

102. 48

203. 65

306. 13

214. 41

29. 37

20. 57

地 区 集 会 所

伝 建 物 修 理 活 用 工 事 （ 対 青 館 、 土 蔵 ） 、 防 火 水 槽 設 置 工 事 、 外 構 工 事

既 存 立 木 に つ い て は 、 玄 関 前 の モ ミ ジ と キ ソ ケ イ 等 、 計 ８ 本 を 残 し て す べ て 伐 採 す る 。



　　　　　カマ唐草、カマ袖

工事区分表

別途工事工事項目 工事項目内　　容

図面番号特　記 日　　付
工事名称

設計番号
図面名称 縮尺　　１：

本工事 工事種別

○ 共通仮設工事

○ 建築工事

○ 建築工事

A-07
工事区分表/メーカーリスト

津和野伝統的建造物群保存地区防災施設整備工事令和7年12月15日

2402

メーカーリスト

仮囲い Ａ型バリケード

直接仮設 内外足場、屋根シート囲い ○ 建築工事

解体工事 アスベストレベル2、レベル3含有材解体

脇門解体（今市通り土塀西端） ○ 建築工事

土塀一部解体（今市通り土塀東端独立部） ○ 建築工事

○ 建築工事

対青館奥（北側）建物　解体

対青館奥（北側）建物　切離し

○

建築工事対青館手前（南側）建物　切離し ○

○対青館手前（南側）建物　解体

流し台 対青館　板間1　流し台、吊戸棚

雑工事 建物周囲の立木伐採 ○ 建築工事

サイン案内看板 ○ 建築工事

○ 建築工事雨水排水桝、排水管埋設、道路側溝接続

衛生器具 対青館　多目的トイレ各種器具 ○ 機械設備工事

消火器 対青館　ＡＢＣ１０型 ○ 機械設備工事

弱電設備工事 対青館　電話、ＣＡＴＶ設備配管

対青館　電話、ＣＡＴＶ引き込み

○ 電気設備工事

○

換気設備工事 対青館　24時換気設備　他 ○ 機械設備工事

空調設備工事 対青館　１階エアコン ○ 機械設備工事

対青館　２階エアコン ○

空調屋外機基礎 土間コンクリート ○ 建築工事

下水工事 既存下水道公共桝移設 ○ 機械設備工事

給湯設備 対青館　小型電気温水器 ○ 機械設備工事

防火水槽 40ｍ3　級　２分割地上置き型 ○ 防火水槽工事

同上　ＲＣ基礎、ステップ ○ 防火水槽工事

塀 木製大和塀 ○ 防火水槽工事

外構整備 ○建物アプローチ、舗床　他

使用材料 同等品又は指定メーカーあるいは施工会社

屋根瓦工事 桟瓦　キマチ色、切落とし、 同等品

樋工事 塩ビ軒樋半丸１０５、 同等品

板金工事 ガルバリウム鋼板横葺き 同等品

建具工事 同等品平和木工、久城木工、日浦木工、青柳建具店木製建具

YKKAP　三浦軽金属工業 同等品

タジマ、サンゲツ、東リ 同等品塩ビタイル内装工事

同等品ビニールクロス サンゲツ、リリカラ

同等品サニタリーパネル アイカ　メラミンタイル3㎜　BTM10118

石州造林 同等品雑工事

平和木工 同等品サイン案内看板

丸惣益田、安野板金工業

丸惣益田、安野板金工業

丸惣益田、谷口瓦店

塩ビ竪樋６５φ

アルミサッシ

建物周囲立木伐採

耐震リング 同等品Ｒ１０型

防火水槽 40ｍ3　級　２分割地上置き型 同等品共和コンクリート工業

メーカー：カナサシテクノサービス認定品塗装仕様




